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農業や車庫等への被害にあわれた方々に

対しまして心よりお見舞い申し上げます



・農業被害等への対策、支援を！
・除雪作業対策の見直しを！
・自助・共助の考え方の啓発を！
・防災計画へ雪害対策を！

計13項目について町へ意見書を提出しました。

●昭和町議会災害対策本部
　設置要綱の見直し
議会としても反省を踏まえ対策を
検討し、体制づくりの強化に努め
ます。



乳幼児から高齢者まで「食」を通した
諸施策を展開し、高齢者の見守り機能
の強化など、町民の生活を食育の面か
ら充実を図ります。

税等の収納事務を一元管理すると
ともに、滞納への対応など、効率
的な収納体制を構築します。

都市計画などに精通した職員を受け入
れ、土地利用のあり方など、リニアを
活用した総合的なまちづくりの方向性
を検討します。



園児による田植え体験

オープンした風土伝承館

◆常永跨線橋、大鎌田跨線橋の耐震補強設計
◆災害時使用、特設公衆電話の各公会堂等へ設置
◆コンビニエンスストアと連携しAED設置

◆男女共同参画、人と環境すっきり
　しょうわ等、各種団体との連携・
　支援の継続
◆企業懇談会の推進、商工会との連携強化

◆保育園ごとの特色ある保育を支援、保育料の軽減継続
◆各種健診や予防接種等の実施、子育て支援の継続
◆消費税率改正による学校給食材料費の増分は町で負担

◆総合会館に太陽光発電設備
◆人・農地プランに基づく農業後継者の確保、
　不耕作地の解消
◆西条・昭和インター線、町道30号線の継続整備

◆学力向上、英語教育、実践的防災教育の推進
◆「風土伝承館　杉浦醫院」の事業展開
◆文化協会会員等の交流や活動の周知啓発

◆要支援者の把握、台帳整備、救急医療情報キットの配布
◆高齢者の見守りのあり方の構築
◆いきがいクラブ、ふれあいサロン等の活動支援



自
主

財
源

（72.8％）

（27.2％）（27.2％）

依
存
財 源

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。

町税内訳

町民税
固定資産税
町たばこ税
軽自動車税

16億1324万円
23億2469万円
3億1481万円
4137万円

町税
42億9416万円
（62.1%）

繰入金
4億256万円（5.8%）

分担・負担金
1億8668万円（2.7%）

諸収入ほか
9082万円
（1.3%）

使用料・手数料
6539万円
（0.9%）

国庫支出金
8億2094万円
（11.9%）

県支出金
5億9602万円
（8.6%）

地方消費税交付金
2億8000万円（4.1%）

町債（借入金）　9990万円（1.4%）
地方譲与税ほか　7353万円（1.1%）

民生費
24億3008万円
（35.2%）

総務費
8億9555万円
（13.0%）

消防費
2億4800万円
（3.6%）

公債費（借入金返済）
6億7001万円（9.7%）

教育費
8億3703万円
（12.1%）

土木費
11億1758万円
（16.2%）

その他　758万円（0.1%）
商工費　2154万円（0.3%）

農林水産費　7422万円（1.1%）
議会費　9694万円（1.4%）

衛生費
5億1147万円
（7.4%）



栄養のバランスのとれた料理

健やかに！元気に！育てるために

野菜や果物もしっかりと

■平成26年度一般会計・特別会計予算
平成26年度予算 平成25年度予算

賛成13：反対1

賛成13：反対1

賛成13：反対1

全員賛成

全員賛成

賛成13：反対1

全員賛成

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
下 水 道 事 業
渇水対策事業

特
 
別
 
会
 
計

一　般　会　計 △3.6%

△0.1%

5.3%

8.7%

4.7%

△5.9%

△42.2%

合　　計

69億1000万円

17億9500万円

1億3100万円

8億3354万円

1539万円

10億599万円

648万円

106億9740万円 △0.1%

会　計　名
71億6900万円

17億9600万円

1億2440万円

7億6717万円

1469万円

10億6868万円

1122万円

109億5117万円

前年度比 可否

一般会計
の

主な事業

・保育所運営費

・児童手当

・自立支援給付費

・中巨摩地区広域事務組合負担金

5億9600万円

3億9048万円

1億9994万円

1億5487万円

※病欠1名
※反対：深澤平助議員



　年度末を控えた予算編成で多くの費目が減額となる中、歳入で

は個人町民税現年課税分と固定資産税現年課税分及び滞納繰越分

の増額を見込んでいます。歳出では主に介護保険特別会計繰出金

1873万円を増額し、常永地区多目的広場用地購入費の減額、下水

道事業特別会計繰出金等を減額。また事業執行後の不用額を併せ

4899万円を基金に積み立てるものです。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

　
平
成
26
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
4
日
か
ら
19
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予

算
7
案
件
の
ほ
か
、
25
年
度
の
補
正
予
算
7
案
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
9
案
件
、

ま
た
追
加
案
件
3
件
の
計
26
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
5
人
の
議
員
が
9
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、

町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

介護サービス会計

下水道事業会計

渇水対策事業会計

…………△2151万円

……………163万円

…………………4004万円

……………△14万円

……………△2119万円

……………△77万円

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

（総額：17億8323万円）

（総額：1億2603万円）

（総額：8億1841万円）

（総額：1449万円）

（総額：9億9174万円）

（総額：1045万円）

※全員賛成で可決

除雪が進む西条地内



新
た
に
設
置
さ
れ
た
収
納
課

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　
昭
和
町
押
原
公
園
の
管
理
者

と
し
て
、
社
団
法
人
山
梨
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
を
指
定
す
る
も
の
。

・
平
成
25
年
度
昭
和
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

　
2
月
の
大
雪
に
よ
る
除
雪
関

係
費
や
農
業
被
害
等
へ
の
支
援

費
と
し
て
8
3
7
万
2
千
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
。

・
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫

　
院
の
設
置
及
び
管
理
運
営
等

　
に
関
す
る
条
例
制
定

　
杉
浦
醫
院
の
管
理
運
営
に
伴

い
、
事
業
内
容
や
観
覧
料
等
の

必
要
事
項
を
条
例
化
す
る
も
の
。

・
昭
和
町
課
設
置
条
例
中
改
正

　
課
に
「
収
納
課
」
を
追
記
す

る
。
ま
た
「
区
画
整
理
課
」
を

な
く
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業

を
都
市
整
備
課
内
に
係
と
し
て

設
け
る
と
い
う
も
の
。

・
昭
和
町
職
員
定
数
条
例
中
改

　
正

　
職
員
定
数
1
0
6
名
か
ら

1
0
9
名
に
す
る
も
の
。

（
平
成
30
年
ま
で
に
随
時
増
員

す
る
）

・
昭
和
町
職
員
給
与
条
例
中
改

　
正

　
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

町
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
も
災

害
派
遣
手
当
を
支
給
す
る
と
い

う
も
の
。

・
昭
和
町
土
地
開
発
基
金
条
例

　
中
改
正

　
基
金
額
の
1
億
5
、
3
2
5

万
7
、
0
0
0
円
を
2
億
円
以

内
と
変
更
す
る
も
の
。

・
昭
和
町
社
会
教
育
委
員
条
例

　
中
改
正

　
条
文
に
「
委
嘱
の
基
準
」
を

追
記
す
る
も
の
。

・
昭
和
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

　
費
助
成
金
の
支
給
に
関
す
る

　
条
例
中
改
正

　
県
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
定
に
伴
う
条
例
改
正
。

※
以
上
、
全
員
賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
重
度
心
身
障
害
者
医

　
療
費
助
成
金
の
支
給
に
関
す

　
る
条
例
中
改
正

　
支
給
方
法
が
窓
口
無
料
方
式

か
ら
自
動
還
付
方
式
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
。

（
平
成
26
年
11
月
1
日
診
療
分

よ
り
開
始
）

・
昭
和
町
下
水
道
使
用
料
等
徴

　
収
条
例
中
改
正

　
消
費
税
が
5
％
か
ら
8
％
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例

改
正
。
※
討
論
あ
り

※
賛
成
13
、反
対
1（
深
澤
議
員
）

・
昭
和
町
教
育
委
員
会
委
員
の

　
任
命

・
人
権
擁
護
委
員
の
法
務
大
臣

　
へ
の
推
薦
の
同
意

飯
喰
区

（
任
期
は
前
向
山
教
育
長
の

　
在
任
期
間
、
平
成
28
年
9

　
月
30
日
ま
で
）

佐
野
　
勝
彦
　
氏

さ

の

か
つ

ひ
こ

西
条
新
田
区
（
任
期
3
年
）

鮎
川
　
寛
子
　
氏

あ
ゆ

か
わ

の
ぶ

こ

反
対
討
論

深
澤
平
助
議
員

　
国
は
社
会
保
障
の
安
定

財
源
確
保
に
充
て
る
と
し

て
い
る
が
、
国
費
分
は
極

め
て
少
な
く
、
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

野
中
敏
美
議
員

　
税
収
の
安
定
や
社
会
保

障
財
源
に
ふ
さ
わ
し
く
賛

成
す
る
。



3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
合
会
館
温
泉
施
設

を
か
け
流
し
に

産
業
土
木
常
任
委
員
会

下
水
道
使
用
料
の

徴
収
率
は

消
費
税
増
で

高
熱
水
費
は

河
住
議
員
　
当
初
見
込
で
あ
っ

た
下
水
道
使
用
料
徴
収
率
99

％
は
達
成
で
き
そ
う
か
。

下
水
道
課
長
　
今
の
と
こ
ろ

98
％
だ
が
達
成
で
き
る
と
思

う
。

福
島
議
員
　
地
区
計
画
変
更

委
託
料
が
全
額
補
正
減
だ
が
。

都
市
整
備
課
長
　
区
画
整
理

地
内
の
地
区
計
画
変
更
と
同

時
に
委
託
で
き
た
た
め
不
用

と
な
っ
た
。

福
島
議
員
　
商
工
費
の
小
口

緊
急
資
金
保
証
料
補
助
を
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
課
長
　
商
工
会
と

協
議
し
て
い
く
。

河
住
議
員
　
町
営
住
宅
管
理

光
熱
水
費
が
昨
年
度
に
比
べ

低
い
。
消
費
税
増
に
伴
い
、

上
が
ら
な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
公
共
施
設
の
電

力
供
給
の
切
り
替
え
で
、
電

気
料
削
減
を
見
込
ん
だ
も
の
。

中
澤
議
員
　
受
益
者
負
担
金

を
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
と
分
け
て
賦
課
す
る

な
ど
、
考
慮
し
て
も
ら
い
た

い
が
。

下
水
道
課
長
　
両
区
域
は
整

備
方
針
を
考
え
て
お
り
、
賦

課
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い

る
。

田
中
議
員
　
総
合
会
館
の
温

泉
施
設
を
か
け
流
し
に
転
換

す
る
方
針
は
。

福
祉
課
長
　
初
期
費
用
か
ら

維
持
管
理
費
等
の
試
算
は
行
っ

た
が
、
財
政
状
況
や
工
期
等
、

総
合
的
に
検
討
し
見
送
っ
た
。

現
体
制
で
管
理
徹
底
に
努
め

た
い
。

深
澤（
平
）議
員
　
保
険
給
付

費
の
変
動
で
予
算
を
補
正
増

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
段

階
で
補
正
減
す
る
必
要
は
あ

る
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
今
回
は
退

職
者
医
療
分
、
ま
た
葬
祭
費

の
補
正
の
た
め
問
題
は
な
い
。

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

補
正
増
が
必
要
に
な
る
。

深
澤（
平
）議
員
　
予
防
接
種

委
託
費
の
減
額
が
多
い
の
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
子
宮

頸
が
ん
予
防
接
種
の
執
行
中

断
に
対
す
る
減
額
。

河
住
議
員
　
介
護
支
援
費
扶

助
費
が
増
額
し
た
の
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
介
護

認
定
者
が
増
え
、
介
護
用
品

購
入
等
に
対
す
る
補
助
が
増

え
た
た
め
。

三
井
議
員
　
押
小
教
育
振
興

費
補
助
金
の
劇
団
招
へ
い
の

減
額
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長
　
音
楽
鑑
賞

の
不
用
額
。

三
井
議
員
　
12
月
に
開
催
さ

れ
た
プ
ロ
団
体
の
演
奏
会
が

大
変
好
評
だ
っ
た
。
町
民
も

参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
知
ら
せ
し
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
課
長
　
今
後
は
周

知
し
て
い
く
。

深
澤（
平
）議
員
　
図
書
館
敷

地
内
ト
イ
レ
の
補
修
工
事
費

は
。

生
涯
学
習
課
長
　
約
25
万
円
。

25
年
度
予
算
で
対
応
し
、
す

で
に
使
用
可
能
。

町
民
参
加
の
イ
ベ

ン
ト
の
周
知
を

町営住宅のエントランス

総
合
体
育
館
に
て
演
奏



3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

起
債
償
還
の
ピ
ー
ク
は

2
月
の
雪
害
に
対
し
議
論

大雪によるハウスの倒壊（紙漉阿原区）

石
原
議
員
　
26
年
度
新
設
の
収
納
課

が
徴
収
す
る
の
は
、
税
の
み
か
。
使

用
料
等
は
ど
う
か
。

税
務
課
長
　
当
面
、
町
税
、
国
民
健

康
保
険
税
の
み
。
使
用
料
等
は
他
市

町
の
状
況
参
考
に
検
討
。

石
原
議
員
　
起
債
の
ピ
ー
ク
は
。

企
画
財
政
課
長
　
26
年
度
が
ピ
ー
ク
。

27
年
度
か
ら
下
が
る
。

田
中
議
員
　
人
件
費
比
率
よ
り
、
町

は
他
市
町
に
比
べ
職
員
業
務
負
担
が

多
い
。
臨
時
、
嘱
託
職
員
も
含
め
、

基
準
等
の
見
直
し
を
。

総
務
課
長
　
処
遇
改
善
を
検
討
し
て

い
く
。

河
住
議
員
　
入
札
の
落
札
率
が
約
94

％
だ
が
、
下
げ
る
方
法
は
。

総
務
課
長
　
予
定
価
格
を
公
表
し
て

い
る
。
入
札
方
法
を
検
討
す
る
中
、

厳
正
に
執
行
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他

　
今
後
、
課
題
や
反
省
等
を
踏
ま
え

「
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
」

に
雪
害
に
か
か
る
事
項
を
追
記
し
、

改
正
す
る
こ
と
を
結
論
づ
け
た
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

地
下
水
利
用
目
的
の

管
理
を

・
甲
府
市
上
下
水
道
局
送
水
量

・
水
準
点
　

（※）
　

測
量
結
果

・
地
下
水
位
測
定
値

　
以
上
が
報
告
さ
れ
た
。

※
そ
の
他

福
島
議
員
　
地
下
水
採
取
の
届
け
出

に
関
し
、
利
用
目
的
通
り
に
使
わ
れ

て
い
る
か
調
べ
て
い
る
の
か
。
ま
た

営
利
目
的
等
で
採
取
す
る
場
合
は
、

何
か
規
制
が
必
要
で
は
。

環
境
経
済
課
長
　
県
内
市
町
村
の
状

況
を
調
査
し
、
利
用
目
的
を
し
っ
か

り
管
理
し
て
い
く
。

水準点（飯喰区）

　高さの基準点として、
その標高が直接水準測
量によって定められた点。
水準点は地形図の作成や、
土木測量に必要な高さ
の基準点としての役割
を果たす。

水準点とは



3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置

各
地
区
に
共
通
す
る

タ
イ
ム
リ
ー
な
課
題

拍手喝采に包まれた会場

発表する若手議員

環
境
づ
く
り
を

町
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
社
会

活
動
団
体
の
部
員
数
を
増
や

そ
う
！

提案
①

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
さ
せ
よ
う
！

（
組
の
加
入
率
に
着
目
）

提案
③

昭
和
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

つ
く
ろ
う
！

提案
②

﹇
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
﹈

▼
趣
旨

　
町
の
ひ
と
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
研

修
の
一
環
で
若
手
職
員
を
育
成
す
る

も
の
。
若
手
職
員
は
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
研
究
し
、
「
企
画
力
」
「
チ
ー
ム
力
」

「
プ
レ
ゼ
ン
力
」
を
養
い
、
仕
事
に

活
か
せ
る
手
法
を
学
ぶ
。

　
各
提
案
に
対
し
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

河
田
議
員
　
町
H
P
に
団
体
ご
と
の

情
報
を
掲
載
し
、
発
信
す
る
の
も
良

い
の
で
は
。
ま
た
独
自
で
活
動
し
て

い
る
団
体
が
、
町
に
登
録
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
も
P
R
し
て
み
て
は
。

職
員
　
す
で
に
町
H
P
上
に
掲
載
し

て
い
る
団
体
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

長
谷
川
議
員
　
団
体
の
一
覧
を
配
布
（
提

示
）
す
る
時
期
も
考
え
、
研
究
す
れ

ば
実
現
化
に
期
待
で
き
る
の
で
は
。

塚
原
議
員
　
課
の
窓
口
に
設
置
す
る

だ
け
で
な
く
、
転
入
者
に
は
積
極
的

に
声
掛
け
、
案
内
し
て
も
ら
い
た
い
。

田
中
議
員
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
め

る
審
査
委
員
に
は
ど
の
よ
う
な
人
材

を
考
え
て
い
る
の
か
。

職
員
　
各
年
代
の
方
々
と
の
意
見
交

換
会
開
催
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
。
具
体
的
な
人
材
は
ま
だ

考
え
て
い
な
い
。

石
原
議
員
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
い

ぐ
る
み
化
が
課
題
だ
が
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
「
源
氏
ボ
タ
ル
」
を
ゆ
る
キ
ャ

ラ
と
し
て
作
成
し
て
ほ
し
い
。

福
島
議
員
　
「
昭
和
町
と
言
え
ば
源

氏
ボ
タ
ル
！
」
と
い
う
こ
と
も
強
く

P
R
し
て
ほ
し
い
。

中
澤
議
員
　
町
の
特
産
物
等
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
昭
和
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

河
住
議
員
　
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

地
区
情
報
を
H
P
等
で
発
信
し
、
組

へ
の
加
入
促
進
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

中
澤
議
員
　
既
存
の
組
へ
の
加
入
促

進
も
重
要
だ
が
、
新
し
く
組
作
り
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。

三
井
議
員
　
町
H
P
上
「
区
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
を
活
用
し
、
地
域
の
行

事
や
情
報
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
よ
り

成
果
が
で
る
の
で
は
。

実
現
化
に
期
待

素
晴
ら
し
い
提
案

若
手
職
員
に
よ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
提
言



愛知県東浦町議会　1月23日

静岡県裾野市議会　1月29日

群馬県中之条町議会　2月12日

学校では毎日給食放送を行っています。
そこでは献立の食材について説明を
しているそうです。この食べ物がど
んな場所でどんなふうに作られてい
るのか、昔はこんなふうに食べられ
ていたのだとか、その背景にある歴
史も加えながら説明をしています。
これも一つの食育ですね。

～教育厚生常任委員会が町給食センターで試食　1月24日～

3月議会に向け、議員全員で新年度（平成26年度）予算編成の
方針や概略について説明を受けました。

～総務常任委員会主催　当局による説明会　2月20日～



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

認知症サポーター養成講座

町
長

町
長

田
中

田
中 在

宅
支
援
と
地
域

介
護
力
向
上
を
図
る

高
齢
者
福
祉
の

充
実
は

本会議の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
は

働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
努
め
る

臨
時
職
員
は
現
在
約
90

人
だ
が
、
職
員
に
準
ず

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
日
々
の
業
務

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
時
職

員
給
与
総
額
は
正
規
職
員
給
与
の

21
％
ほ
ど
だ
。

　
今
後
、
経
験
年
数
等
を
考
慮
し
、

職
員
と
等
し
く
働
き
が
い
の
あ
る

処
遇
改
善
を
す
べ
き
で
は
。

基
本
的
に
臨
時
職
員
半
年
、

嘱
託
職
員
1
年
の
任
用

で
引
き
続
き
業
務
を
行
う
場
合
、

希
望
に
よ
り
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

正
職
員
が
給
与
を
減
額
す
る
際
も
、

臨
時
嘱
託
職
員
は
据
え
置
く
な
ど
、

町
で
は
臨
時
嘱
託
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
と
な
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
。

2
0
2
5
年
に
全
て
の

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
り
、
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
高
齢
化
率
は
、
25
〜
30
％
以

上
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

高
齢
化
率
が
進
む
と
介
護
者
の
心

の
負
担
は
大
き
く
、
頼
る
相
談
相

手
と
し
て
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
割
合
が
高

く
な
り
、
最
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

増
員
対
策
を
含
め
、
高
齢
者
福
祉
（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

現
在
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
に
む
け

た
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
定
期
的

に
開
催
し
、
多
様
化
す
る
課
題
や

ニ
ー
ズ
・
地
域
か
ら
の
苦
情
等
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
構
築
を
協
議
し
、

制
度
化
・
対
応
に
努
力
し
て
い
る
。

ま
た
最
近
の
課
題
と
し
て
ゴ
ミ
屋

敷
や
、
ひ
き
こ
も
り
・
精
神
疾
患

の
ケ
ー
ス
対
応
も
検
討
し
、
実
施

し
て
い
る
。
増
員
し
た
保
健
師
に

計
画
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

資
格
取
得
を
促
す
な
ど
、約
1
0
0

人
と
い
う
少
な
い
職
員
数
の
中
で
、

今
後
も
効
果
的
な
人
員
配
置
と
効

率
の
良
い
行
政
運
営
を
行
う
。
そ

し
て
関
係
各
課
・
各
係
の
連
携
で
、

在
宅
介
護
の
支
援
と
地
域
介
護
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

石
原

石
原

町
長

ホタルと公園の
一体的活用は
愛護会活動を
継続支援し、検討

ホタル幼虫放流（押原公園）

経
費
を
考
慮
し

検
討
す
る

押
原
公
園
の

多
目
的
利
用
は

町
長

ホ
タ
ル
を
テ
ー
マ
と
す

る
源
氏
ボ
タ
ル
発
生
地

公
園
は
、
町
の
自
然
や
歴
史
を
物

語
る
特
色
の
あ
る
公
園
。
ま
た
鎌

田
川
河
川
公
園
や
押
原
公
園
の
中

に
作
ら
れ
た
、
ホ
タ
ル
を
育
成
飼

育
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
、
湧
水
の
里

沼
公
園
も
ホ
タ
ル
に
関
連
し
た
公

園
だ
。

　
ホ
タ
ル
復
活
・
保
護
活
動
の
支

援
強
化
と
、
源
氏
ボ
タ
ル
発
生
地

公
園
か
ら
鎌
田
川
河
川
公
園
ま
で

の
、
一
体
的
な
活
用
や
、
ホ
タ
ル

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
町
民
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
募
り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を

売
り
出
す
考
え
は
な
い
か
。

源
氏
ボ
タ
ル
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
、
小
・
中
学

校
の
校
章
や
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
の

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
63
年
5
月
に
「
昭
和
町

源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
」
が
発
足
し
、

今
日
ま
で
活
動
を
続
け
、
飼
育
し

た
幼
虫
を
杉
浦
醫
院
、
紙
漉
阿
原

沼
公
園
等
に
放
流
し
、
押
原
公
園

で
は
「
ホ
タ
ル
夜
会
」
を
開
催
す

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
切
な
の
は
「
源
氏
ボ
タ
ル
」

の
灯
を
絶
や
さ
ず
、
町
民
や
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と

思
う
。
引
き
続
き
愛
護
会
活
動
の

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
マ
ス
コ

ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
マ

ス
コ
ッ
ト
「
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
」
、

H
P
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ほ
た
る
ん
」

他
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

天
然
芝
・
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
会
議
室
利
用
者

数
は
25
年
11
月
ま
で
7
、
5
3
8

団
体
、
南
北
ゾ
ー
ン
や
多
目
的
広

場
・
親
水
公
園
な
ど
、
20
万
人
を

超
え
る
。
し
か
し
防
災
備
蓄
倉
庫

の
外
壁
が
壊
さ
れ
る
な
ど
、
各
箇

所
の
修
繕
対
応
も
ふ
え
て
い
る
。

そ
こ
で
南
ゾ
ー
ン
に
マ
ナ
ー
教
育

と
い
う
間
接
的
な
効
果
も
視
野
に

入
れ
た
、
壁
の
設
置
を
提
案
す
る

が
、
町
の
考
え
は
。

確
か
に
、
押
原
公
園
内

の
附
属
施
設
の
壁
が
破

損
す
る
な
ど
、
一
部
利
用
者
の
マ

ナ
ー
欠
如
に
よ
る
対
処
に
苦
慮
し

て
い
る
。

　
防
御
対
策
と
し
て
壁
の
設
置
が

考
え
ら
れ
る
が
、
低
木
を
周
辺
に

植
栽
し
、
ボ
ー
ル
の
跳
ね
返
り
を

防
ぐ
方
法
で
改
善
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。
多
目
的
公
園
と
し
て
多

く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
費

用
を
考
慮
し
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

町
長

河
住

河
住

教
育
長

災
害
時
の
学
校
防
災
は

学
校
、地
域
、行
政
と
が

連
携
し
体
制
構
築

県
の
環
境
家
計
簿
を

推
奨

環
境
家
計
簿
の

配
布
を

常永小学校防災訓練

東
日
本
大
震
災
か
ら
3

年
、
都
市
直
下
型
地
震

や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の

備
え
も
不
十
分
だ
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対
応
は
問

題
な
い
か
。

②
避
難
訓
練
の
問
題
点
と
内
容
は
。

③
防
災
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住

民
と
連
携
す
る
必
要
は
。

④
学
校
が
避
難
所
と
な
る
場
合
の

開
設
、
運
営
方
法
は
。

⑤
児
童
の
安
全
確
認
、
引
き
渡
し
、

安
否
確
認
の
方
法
は
。

昨
年
4
月
に
地
域
防
災

計
画
と
学
校
防
災
計
画

も
見
直
し
た
。
町
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

取
り
組
み
は
、
日
常
的
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

①
教
職
員
は
防
災

研
修
や
児
童
生
徒

へ
の
防
災
教
育
を
実
施
し
、
想
定

さ
れ
る
災
害
に
で
き
る
だ
け
対
応

す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
②
以

前
、
告
知
せ
ず
に
清
掃
時
間
に
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
際
、
教
室
へ

戻
っ
て
し
ま
い
、
自
分
た
ち
の
行

動
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
が
、
解
消
に
向
け
努
力

し
て
い
き
た
い
。

③
④
⑤
保
護
者
と
の
連
携
は
、
大

規
模
地
震
発
生
時
対
応
を
毎
年
、

基
本
対
応
と
し
て
連
絡
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
は
現
計
画
の

中
に
な
い
が
、
現
行
の
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
・
助
言
、
さ

ら
に
学
校
と
地
域
と
の
連
携
体
制

を
構
築
し
、
避
難
所
運
営
訓
練
等

に
取
り
組
む
予
定
。
町
の
地
域
防

災
計
画
で
は
各
担
当
課
が
避
難
所

の
開
設
・
運
営
に
あ
た
る
。
在
校

中
は
安
全
確
認
の
も
と
、
保
護
者

に
引
渡
カ
ー
ド
に
よ
り
引
き
渡
す
。

電
気
・
ガ
ス
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や
ゴ

ミ
の
排
出
量
か
ら
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
簡
単
に
計
算
で
き
る

環
境
家
計
簿
を
、
全
世
帯
に
配
布

す
る
考
え
は
な
い
か
。

す
で
に
県
が
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
各
市
町
村

が
窓
口
と
な
り
希
望
者
へ
の
環
境

家
計
簿
の
配
布
と
そ
の
回
収
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
に
「
我
が

家
の
環
境
家
計
簿
」
を
作
成
し
た
場

合
と
比
べ
、経
費
の
削
減
が
で
き
る

点
や
、県
の
環
境
家
計
簿
の
完
成
度

が
高
い
と
い
う
点
か
ら
今
後
も
県

の
事
業
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。



高
齢
者
や
障
害
者
、
難

病
患
者
や
妊
婦
、
乳
幼

児
や
外
国
人
な
ど
の
災
害
要
援
護

者
は
、
災
害
や
事
故
な
ど
と
っ
さ

の
対
処
が
困
難
で
、
き
め
細
か
な

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
不
測
の
事
態
に
助

け
を
求
め
た
い
と
き
、
周
囲
の
人

の
気
づ
き
や
支
援
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
べ
き
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
持
つ
方
に
す
ぐ
に
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
、
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
や
支
援
者
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
普
及
啓

発
す
る
な
ど
、
実
効
的
対
策
を
早

急
に
講
ず
る
べ
き
だ
。
町
の
考
え
は
。

障
害
者
を
は
じ
め
災
害

時
要
援
護
者
は
、
非
常

時
に
健
常
者
以
上
の
き
め
細
か
な

支
援
体
制
が
必
要
で
、
行
政
や
地

区
・
組
単
位
の
身
近
な
地
域
支
援

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
が

あ
り
、
自
ら
「
困
っ
た
」
と
伝
え

ら
れ
な
い
人
に
は
、
連
絡
先
や
障

害
の
特
性
、
支
援
方
法
が
記
載
さ

れ
た
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
普
段

か
ら
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、

緊
急
時
や
日
常
的
に
周
囲
の
配
慮

や
手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
い
な

ど
、
安
心
に
繋
が
る
。

　
全
県
的
な
統
一
様
式
が
望
ま
し

い
た
め
、
県
に
働
き
か
け
を
行
い
、

町
の
障
害
者
団
体
と
も
協
議
し
、

昭
和
町
版
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を

希
望
者
に
渡
せ
る
よ
う
検
討
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
町
民
へ
の
働
き
か
け
の
強
化
、

意
識
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

2
月
に
記
録
的
な
大
雪

が
降
っ
た
が
、
今
後
障

害
者
や
災
害
要
援
護
者
等
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
や
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

今
回
の
経
験
を

活
か
し
、
民
生

委
員
に
は
受
け
持
ち
の
高
齢
者
世

帯
や
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
方
の

体
調
や
安
否
確
認
な
ど
、
き
め
細

か
な
対
応
を
要
請
す
る
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
身
近
な
相
談

相
手
、
そ
し
て
地
域
福
祉
の
要
と

し
て
の
支
援
活
動
を
お
願
い
し
て

い
く
。

河田あけみ 議員
か わ だ

河
田

町
長

福
祉
課
長

再
質
問

河
田

社会全体で障害者支援を
町のイベントを通じ
意識啓発に努める

東京都で使われているヘルプカード



深沢　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

町
長

町
長

介
護
保
険
の
改
悪
は

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
に
努
め
る

国
の
政
策
を
注
視
し

地
方
の
声
伝
え
る

消
費
税
引
き
上
げ

低
所
得
者
負
担
は

高齢者の運動教室

介
護
保
険
要
支
援
1
・

2
の
人
を
保
険
か
ら
は

ず
し
、
市
町
村
に
対
応
を
ゆ
だ
ね

る
改
悪
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
て

い
る
。
厚
労
省
は
国
会
で
の
改
正

案
の
議
論
の
前
に
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
必
要
な
介
護
認
定

を
受
け
な
い
こ
と
、
軽
度
者
向
け

て
の
住
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
限
度
額

を
、
最
低
水
準
の
要
支
援
よ
り
さ

ら
に
引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

町
の
考
え
は
。

介
護
保
険
改
悪
と
の
指

摘
だ
が
、
町
と
し
て
そ

の
よ
う
な
対
応
を
行
う
つ
も
り
は

な
い
。
今
回
の
改
正
は
、
介
護
保

険
料
基
準
額
も
次
期
計
画
で
は
5
、

0
0
0
円
を
超
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
二
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜

64
歳
）
の
保
険
料
も
平
成
26
年
度

は
月
5
、
2
3
7
円
の
見
込
み
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
継
続
可
能
な
制
度
と
し
て
保
険

料
を
抑
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
自

ら
が
介
護
予
防
を
意
識
す
る
こ
と

や
、
自
立
支
援
の
制
度
と
い
う
本

来
の
保
険
の
制
度
を
考
え
直
す
時

期
に
き
て
い
る
。

　
当
面
は
移
行
期
と
考
え
既
存
の

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
や
、

併
用
に
よ
る
支
援
を
検
討
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
引
き
下
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
努
め
て
い
く
。

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

消
費
税
率
8
％
引
き
上

げ
に
伴
い
、
1
人
平
均
約
17
万
5

千
円
の
負
担
と
な
り
、
町
民
の
負

担
額
は
約
30
億
6
千
万
円
と
町
の

税
収
の
3
分
の
2
に
相
当
す
る
。

　
消
費
税
実
施
か
ら
25
年
だ
が
、

消
費
税
の
ほ
と
ん
ど
が
法
人
減
税

の
穴
埋
め
に
さ
れ
て
い
る
。
消
費

税
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
な
い

が
、
町
の
考
え
は
。

低
所
得
者
の
負
担
増
を

和
ら
げ
る
た
め
、
臨
時

福
祉
給
付
金
の
支
給
準
備
を
進
め

て
い
る
。
国
が
消
費
税
を
8
％
に

上
げ
た
目
的
を
し
っ
か
り
達
成
で

き
る
よ
う
、
国
の
政
策
の
進
捗
状

況
を
注
視
す
る
。
国
の
社
会
保
障

政
策
が
消
費
税
ア
ッ
プ
の
目
的
を

逸
脱
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
町

村
会
を
通
じ
て
国
へ
地
方
の
声
を

伝
え
て
い
く
。

深
澤

深
澤



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

平成23年6月議会　質問者：河田あけみ議員

平成25年12月議会　質問者：石原高明議員

災害時や緊急時には本人の病歴や服
用している薬などの情報を的確に知り、

敏速な処理が望まれる。要支援者等へ「救
急医療情報キット」を配布し安全対策を図
るべきでは。

障害者、病弱者等も視野に入れ、
検討したい。

その後 平成26年度より予算計上。

その後 平成26年度、予算計上。

コンビニにＡＥＤ設置をコンビニにＡＥＤ設置を

情
報
キ
ッ
ト
セ
ッ
ト

高齢者火災警報器設置高齢者火災警報器設置
助成実施要綱の見直しを助成実施要綱の見直しを

救急医療情報キットの配布を救急医療情報キットの配布を

24時間営業しているコンビニ等と協定を結ぶ
など、設置を考えないか。

設置協定を前向きに検討し、多くの場所に設
置したい。

平成25年6月議会　質問者：深澤　克男議員

火災警報器の設置及び申請の
代行が可能となるよう制度の

見直しをすべきでは。

要綱の見直し等を含め、助成対
象未設置世帯に考慮する。

その後

要綱を改正し、自ら警
報器の設置および申
請が困難な場合、事業
者に代理で行わせるこ
とができるものとした。



雪かきをするルートについて事前
に重要な路線を決めてはどうか。
雪を捨てる場所の確保も必要だ。
重機や農業機械など、災害時に活
躍できそうな機械と人を登録しては。 地域の方々

の温かさを
感じた。

ほとんどの方が大雪に対
し、備えや危機管理が足
りなかったとは思うが、
地域の方々で通学路を除
雪するなど、共助の部分
を強く感じた。

平成26年3月28日に議会代
表と議会モニターとの意
見交換会を開きました。2
年を振り返った感想や意見、
また今後の課題等につい
て話しました。

植竹由美さん
議会モニターは直接議会へ意見を伝えら
れるのが魅力。議会傍聴では女性議員の
質問に注視していた。同性としてとても
興味深いものが多かった。女性議員をも
っと増やし、女性目線から問題に追究し
ていくのも良いと思った。

渡邊実千代さん
議会や委員会に何度か出席させていた
だき、何となく暮らしている中で、議
員や町の職員の皆さまの力で支えられ
ていることを学びました。積極的に意
見することができませんでしたが、大
変勉強させていただきました。

小林利雄さん
あっという間の2年。小さい
町だからこそ、町民が議会へ
参画できると思う。そして特
徴ある町、身近に感じられる
議会が創られていることを改
めて感じた。

モニター傍聴



笠島三枝子さん
初めは議会に対し興味がなか
った。町を知る機会が増え、
改めて町の良さを感じている。
この良さをもっと多くの方に
アピールしたい。

塩澤政博さん
議会の傍聴にあまり参加できなかったこ
ともあり、モニターとしての役割が果た
せているのか、とまどいがあった。モニ
ターになって議会に少しずつ関心が持て
るようになった。

中澤正志さん
何回か傍聴したが、本会議より委員会の
方がたくさん議論、討論されている様子
が見れて、良い体験となった。議員さん
と直接話す機会はなかなかないものなの
で、このような会合が持てたことは良か
った。

モニターとの座談会

いち早い情報
提供（防災放
送）が必要。

協力し合える地域コ
ミュニティー作りが
大切だと感じた。

災害時にはどのような被害
が想定されるのか、どのよ
うにすれば回避できるのか
などの情報があると良い。

過日の雪害に対し、モニターより意見をいただきました。



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

押
越
区
（
第
10
回
）

1
月
18
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
15
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
　

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
深
澤
平
助
　
石
原
高
明

Ｑ
　
押
原
公
園
の
北
側
が
暗
い
が
、
何
と
か

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
街
灯
は
太
陽
光
、
風
力
に
よ
り
発
電
し

て
い
る
。
貯
め
た
容
量
は
概
ね
8
時
間
対
応

の
た
め
、
容
量
不
足
で
照
度
が
足
り
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
。
防
災
公
園
と
し
て
も
利
用

で
き
る
よ
う
設
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
区
内
の
荒
廃
し
て
い
る
土
地
の
活
用
、

不
耕
作
地
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
。

Ａ
　
荒
廃
農
地
の
補
助
金
制
度
を
利
用
す
る

の
も
一
手
。
ま
た
市
街
化
調
整
区
域
内
の
開

発
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
を
策
定
し
、
県

か
ら
町
へ
開
発
権
限
移
譲
し
て
も
ら
う
こ
と

を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

西
条
一
区
（
第
11
回
）

2
月
21
日
　
彩
の
広
場
管
理
棟

●
出
席
者
　
　
区
民
25
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
　
田
中
博
愛

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
　
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
三
井
　
猛

Ｑ
　
今
回
の
雪
害
に
対
し
、
議
会
と
し
て
対

応
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
町
で
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
議
会
も
設
置

し
な
い
の
は
お
か
し
い
。
議
会
と
し
て
の
体

制
を
組
ん
で
ほ
し
か
っ
た
。

Ａ
　
当
局
と
連
絡
を
と
り
、
各
常
任
委
員
長

へ
地
域
で
の
除
雪
対
応
や
情
報
収
集
に
務
め

る
よ
う
連
絡
し
た
。
「
災
害
時
議
員
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
た
行
動
だ
が
、
議
会
と

し
て
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
開
店
に
伴

う
交
通
渋
滞
回
避
の
た
め
、
脇
道
へ
の
車
の

流
れ
も
増
え
て
い
る
。
狭
い
道
路
や
危
険
箇

所
も
整
備
・
開
発
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
今
後
町
内
の
通
学
路
等
も
含
め
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
体
制
が
整
う
よ
う
、

町
に
働
き
か
け
て
い
く
。

河
西
区
（
第
12
回
）

3
月
15
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
25
名

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

Ｑ
　
区
画
整
理
地
内
に
道
路
標
識
は
設
置
さ

れ
な
い
の
か
。
交
通
量
が
多
く
、
通
学
路
で

も
あ
る
と
こ
ろ
は
危
険
だ
。

Ａ
　
平
成
27
年
に
区
画
整
理
事
業
完
了
予
定
。

今
後
順
次
、
整
備
さ
れ
る
と
思
う
が
議
会
と

し
て
も
町
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
　
2
月
の
雪
害
で
農
業
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
な

ど
被
害
が
出
て
い
る
。
町
と
し
て
の
補
助
は

出
る
の
か
。

Ａ
　
除
雪
関
係
費
や
農
業
被
害
等
へ
の
支
援

と
し
て
、
補
助
金
を
予
算
計
上
し
た
。

Ｑ
　
常
永
小
学
校
で
は
平
成
26
年
度
の
1
年

生
が
3
ク
ラ
ス
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
オ
ー
プ

ン
教
室
の
2
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
授
業
に

支
障
が
出
な
い
か
。
仕
切
り
な
ど
の
設
備
が

必
要
で
は
。

Ａ
　
3
ク
ラ
ス
の
整
備
が
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
議
会
と
し
て
状
況
確
認
す
る
。



議会だより161号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入
してください。FAXやメールも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　5月末日　消印有効

町民の食育強化のため、○○○○○を採用。1

平成26年度予算○○億○000万円。2

雪害対策に○○○万円補助。3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。
160号クイズの答え
①　40
②　2530
③　町民

この他にも回答をいただきました！
ありがとうございました。

（女性）

（66歳・女性）

（16歳・女性）

（
76
歳
・
女
性
）

（
67
歳
・
女
性
）
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県
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摩
郡
昭
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越
5
4
2
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■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
昭
和
町
は
と
て
も
住
み
や
す
い
街
で
す
。
医
療

機
関
・
教
育
施
設
・
商
業
施
設
・
幹
線
道
路
・
高

速
イ
ン
タ
ー
等
々
、
あ
ら
た
め
て
見
ま
わ
し
て
み

る
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
い
街
だ
と
再
認
識

し
ま
す
。

　
居
を
構
え
た
16
年
前
、
共
働
き
の
我
が
家
に
と

っ
て
、
保
育
施
設
の
献
身
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
、

町
の
子
育
て
支
援
に
は
非
常
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
県
内
で
一
番
子
育
て
に
適
し
た
町
」
と
言
わ
れ

る
ゆ
え
ん
は
、
我
々
が
一
番
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
私
の
住
む
阿
原
区
は
素
晴
ら
し
く
、
「
側

溝
の
蓋
を
開
け
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
た
ち

の
人
柄
が
わ
か
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
々
の
助

け
合
い
の
精
神
が
側
溝
の
き
れ
い
さ
に
出
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
阿
原
区
の
諸
先
輩
方
は
、
わ
れ

わ
れ
若
輩
者
の
拙
い
意
見
に
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
守
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
阿
原
区
の
協
力
を

得
て
、
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
早
川
町
へ
出
向
き
、

キ
ャ
ン
プ
と
銘
打
っ
て
テ
ン
ト
の
設
営
や
炊
き
出

し
の
練
習
な
ど
も
、
地
域
の
特
徴
で
す
。

　
最
後
に
「
ホ
タ
ル
が
帰
っ
て
く
る
街
に
」
と
い

う
昭
和
町
の
思
い
は
、
人
々
も
さ
ら
に
住
み
心
地

よ
く
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
未
来
に
も
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
私
の
家
族
は
8
年
前
、
娘
が
小
学
校
入
学
を
機

に
主
人
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。

　
昭
和
町
の
印
象
は
、
子
育
て
を
す
る
に
は
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
が
「
子
育
て
し
や
す
い
日
本
一
の
町
」
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
・
子
育
て
支
援
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
助
け
ら
れ
て
子
ど
も
た
ち
が
無
事
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
2
人
の
子
ど
も
を

育
て
な
が
ら
、
そ
の
子
育
て
支
援
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
通
う
学
校
の
校
舎
は
と
て
も
明
る
く

開
放
的
で
、
木
目
を
基
調
と
し
た
温
か
み
の
あ
る

建
物
で
す
。
授
業
参
観
・
運
動
会
な
ど
学
校
を
訪

れ
た
と
き
に
、
こ
の
環
境
な
ら
ば
情
緒
豊
か
に
育

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
く
に
押
原
公
園
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
は
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
公
園
と
し

て
災
害
時
に
も
、
避
難
所
と
し
て
の
蓄
え
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
安
心
感
が
持
て
て
い
ま
す
。
今

後
も
昭
和
町
が
「
日
本
一
住
み
よ
い
町
」
で
あ
る

よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
の
住
め
る
環
境
を

住
み
よ
い
ま
ち

紙
漉
阿
原
区

山
本
　
　
朗
さん

や
ま

も
と

あ
き
ら

河
東
中
島
区

神
宮
寺
ゆ
か
り
さん

じ

ぐ
う

じ
ん

（
今
澤
・
小
林
）

（
今
澤
・
小
林
）

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
石
原
　
高
明

　
副
委
員
長
　
　
林
　
　
和
仁

　
委
　
　
員
　
　
河
田
あ
け
み
　
三
井
　
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
河
住
　
保
茂
 
深
澤
　
克
男 12月17日

竹端　寛准教授

“福祉”（第7回）

1月20日
中井道夫教授

（第8回）“都市計画”


